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２
８
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市
で
は
、
国
道
１
２
８
号
沿
道

大
網
北
地
区
に
お
い
て
、
地
区
計

画
を
導
入
し
、
区
画
道
路
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
環
境
に
配

慮
し
な
が
ら
沿
道
型
商
業
業
務
機

能
を
適
切
に
誘
導
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
次
の
都
市
計
画
の
決
定
手

続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
縦
覧
し
ま
す
。

　
金
網
ス
ト
ー
ブ
は
、
不
完
全
燃

焼
に
よ
り
重
大
な
一
酸
化
炭
素
中

毒
事
故
を
お
こ
す
危
険
性
が
あ
り

◇
案
の
縦
覧

▼
都
市
計
画
の
種
類
＝
地
区
計
画

▼
名
称
＝
国
道
１
２
８
号
沿
道
大

網
北
地
区
地
区
計
画

▼
都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区

域
＝
大
網
字
中
津
、
字
北
野
中
お

よ
び
字
大
拍
子
の
各
一
部
の
区
域

（
位
置
図
参
照
）

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
27
日
㈪
〜
12

月
11
日
㈪

　
大
網
駅
東
地
区
都
市
再
生
整
備

計
画
事
業
の
目
標
達
成
状
況
に
関

す
る
事
後
評
価
原
案
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
、ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
10
日
㈮
〜
24

日
㈮
（
㈯
・
㈰
・
祝
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
＝
都
市
整
備
課

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

▼
意
見
書
の
提
出
＝
原
案
に
つ
い

て
意
見
が
あ
る
方
は
、
意
見
書
を

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
提
出

※

意
見
書
の
様
式
は
任
意
で
す
。

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□申
・
問
〒
２
９
９

－

３
２
９
２

　

大
網
１
１
５

－

２

　

都
市
整
備
課
街
路
公
園
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
６
０

　
　
０
４
７
５（
７
２
）８
４
５
４

　
　

toshiseibi@city.oamishirasato.lg.jp

　
地
震
に
対
す
る
木
造
住
宅
の
安

全
性
を
高
め
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
耐
震
診
断
・
改
修
共
通

▼
補
助
対
象
木
造
住
宅
＝
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

・
市
内
に
所
在
し
て
い
る
こ
と

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

・
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅
（
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分

の
床
面
積
が
当
該
併
用
住
宅
の
延

べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上
の
も

の
）
で
あ
る
こ
と

・
在
来
軸
組
工
法
に
よ
り
建
築
さ

れ
た
住
宅
で
、
地
上
２
階
建
て
以

下
で
あ
る
こ
と

▼
補
助
対
象
者
＝
補
助
対
象
木
造

住
宅
を
所
有
す
る
方
で
あ
っ
て
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

・
補
助
対
象
木
造
住
宅
に
居
住
し
、

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
こ
と

・
世
帯
全
員
が
市
税
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

◇
木
造
住
宅
耐
震
診
断

▼
補
助
対
象
耐
震
診
断
＝
県
が
開

催
す
る
既
存
建
築
物
耐
震
診
断
・

改
修
講
習
会
（
木
造
住
宅
）
講
習

修
了
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
が
、

（
一
財
）
日
本
建
築
防
災
協
会
の

発
行
す
る
「
木
造
住
宅
の
診
断
と

補
強
方
法
」
に
基
づ
い
て
行
う
一

般
診
断
法
ま
た
は
精
密
診
断
法
に

よ
る
耐
震
診
断

▼
補
助
金
額
＝
補
助
対
象
耐
震
診

断
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２
の

額
に
相
当
す
る
額
（
１
，０
０
０

円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。
８

万
円
を
限
度
）

◇
木
造
住
宅
耐
震
改
修

▼
補
助
対
象
耐
震
改
修
＝
耐
震
診

断
に
お
い
て
判
定
値
が
1.0
未
満
と

診
断
さ
れ
、
か
つ
、
耐
震
改
修
工

事
後
の
判
定
値
が
1.0
以
上
と
な
る

も
の

▼
補
助
金
額
＝
耐
震
改
修
設
計
・

監
理
・
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一

定
割
合
の
額
（
40
万
円
を
限
度
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申
・
問
都
市
整
備
課
住
宅
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
６
６

　
地
域
森
林
計
画
対
象
民
有
林
の

範
囲
内
で
、
立
木
を
伐
採
す
る
場

合
は
、
事
前
に
「
伐
採
及
び
伐
採

後
の
造
林
の
届
出
」
が
必
要
で
す
。

な
お
、
森
林
の
保
全
の
た
め
の
伐

採
や
竹
林
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、

届
出
不
要
で
す
。

　
ま
た
、
伐
採
後
の
造
林
等
が
完

了
し
た
と
き
は
、
事
後
に
「
伐
採

及
び
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林

の
状
況
報
告
書
」
の
提
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
（
平
成
28
年
５
月
の

森
林
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
29
年

４
月
以
降
、
伐
採
お
よ
び
伐
採
後

の
造
林
の
計
画
の
届
出
を
行
っ
た

方
は
、
事
後
に
市
町
村
長
へ
の
伐

採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林
に
係
る

森
林
の
状
況
の
報
告
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
）
。

　
民
有
林
の
範
囲
や
届
出
書
類
な

ど
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
農
業
振
興
課
農
政
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
４
５

（
㈯
・
㈰
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
＝
都
市
整
備
課

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

◇
意
見
書
の
提
出　

　
こ
の
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ

る
方
は
、
そ
の
内
容
と
住
所
、
氏

名
等
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

意
見
書
の
様
式
は
縦
覧
場
所
で

配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

（
法
人
を
含
む
）
お
よ
び
利
害
関

係
の
あ
る
方

▼
提
出
方
法
＝
持
参
ま
た
は
郵
送

▼
提
出
期
間
＝
11
月
27
日
㈪
〜
12

月
11
日
㈪
（
消
印
有
効
）

▼
意
見
書
の
取
扱
い

　
都
市
計
画
の
決
定
を
行
う
際
は
、

市
都
市
計
画
審
議
会
の
議
を
経
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
提
出
さ

れ
た
意
見
は
、
そ
の
要
旨
を
審
議

の
判
断
材
料
の
一
つ
と
し
て
、
審

議
会
に
提
出
し
ま
す
。

□申
・
問
〒
２
９
９

－

３
２
９
２

　

大
網
１
１
５

－

２

　

都
市
整
備
課
都
市
計
画
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
６
４

ま
す
。
万
が
一
の
事
故
に
至
ら
な

い
た
め
に
も
、
安
心
機
能
の
つ
い

た
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

へ
の
お
取
替
え
を
ぜ
ひ
お
願
い
し

ま
す
。

▼
金
網
ス
ト
ー
ブ
の
特
徴
＝
赤
熱

部
分
が
金
網
で
で
き
て
お
り
、
こ

の
金
網
を
赤
熱
す
る
こ
と
に
よ
り

暖
房
を
行
う
ス
ト
ー
ブ
で
す
。
昭

和
48
年
か
ら
53
年
に
か
け
相
当
の

台
数
が
普
及
し
ま
し
た
が
、
昭
和

55
年
に
製
造
中
止
と
な
り
ま
し
た

（
一
部
メ
ー
カ
ー
は
昭
和
62
年
７

月
ま
で
製
造
）
。

◇
「
ガ
ス
と
暮
ら
し
の
安
心
」
運
動

実
施
中
（
11
月
30
日
ま
で
）

　
詳
し
く
は
、
（
一
社
）
日
本
ガ

ス
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

（http://www.gas.or.jp/gas
tokurashi/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ガ
ス
事
業
課

　
☎
０
４
７
５（
７
２
）１
１
３
１

都
市
計
画
の
決
定
案

縦
覧
の
お
知
ら
せ

金
網
ス
ト
ー
ブ
を

お
持
ち
の
方
へ
お
願
い

大
網
駅
東
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画

事
後
評
価
原
案
の
縦
覧
の
お
知
ら
せ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の

造
林
の
届
出
等
の
制
度

▲金網ストーブの例

FAX

山武郡市広域水道企業団からのお知らせ
☎0475-55-7851（代表）　http://www.water-sansui-ki.jp/

　平成29年８月23日に開催された山武郡市広域
水道企業団議会において、平成28年度の決算が認
定されましたのでお知らせします。
　水道事業会計は、水道水をご家庭までお届けす
るための経営活動に要する収入および支出の「収
益的収支」と水道施設を建設・改良するために要す
る収入および支出の「資本的収支」から成り立って

います。
　平成28年度決算における「収益的収支」および
「資本的収支」は次のとおりです。
　今後とも社会経済情勢の変化による水需要の動
向等を見据えながら、経営の健全化を推進していく
とともに、より質の高い給水サービスの実現を目指
し、一層の経営努力を重ねてまいります。　

平成28年度決算の状況について

口座振替の
お申し込みは
簡単です！

口座をお持ちの以下の取扱金融機関へ最近お支払いいただいた水道料金の領収書・通帳・
届出印をご持参ください。
また、郵送による口座振替の手続きも行っています。詳しくは山武郡市広域水道企業団お客様
センター【０４７５－５０－４１３２】までご連絡ください。

取扱金融機関 千葉銀行・千葉興業銀行・京葉銀行・三井住友銀行・三井住友信託銀行・ゆうちょ銀行・銚子商工信用組合
千葉信用金庫・銚子信用金庫・中央労働金庫・山武郡市農業協同組合・千葉県信用漁業協同組合連合会

収　入
50億6,213万円

収益的収支 資本的収支

支　出
47億1,902万円

収　入
7,978万円
支　出

11億280万円

水道料金 76.4％
38億6,993万円

建設改良費 93.0％
10億2,538万円

市町補助金 7.2％
3億6,649万円

補てん財源
10億2,302万円

県補助金 6.9％
3億4,729万円

長期前受金戻入 6.2％
3億1,254万円

その他 3.3％
1億6,588万円

企業債償還金 7.0％
7,742万円

国庫補助金 64.7％
5,160万円

工事負担金 35.3％
2,818万円

さんすいちゃん

減価償却費 19.3％
9億1,182万円

職員給与費 7.4％
3億4,585万円

委託料 4.2％
1億9,855万円

その他 8.1％
3億8,216万円

当年度純利益
3億4,311万円

受水費 61.0％
28億8,064万円

（固定資産価値の減少分を費用化するもの）

資本的収入が支出に対し不足する額は、
減価償却費などの現金支出を伴わない
内部に留保される資金などで補てんしました。

水道料金のお支払いは、
便利な口座振替で！

口座振替は、お支払いのたびに出掛ける必要がなくなり、金融
機関のお客様の口座から自動的に水道料金が支払えるとても
便利な制度です。

市営ガスは、家計にも

環境にもやさしい
県産天然ガス
を供給しています。

（供給しているガス種は12Aです。）

　市では、定期的に公園の遊具等
の安全点検を行い、不具合のある
遊具について使用禁止等の措置を
行っていますが、危険な箇所を見
つけたときは使用せず、市役所へ
ご連絡ください。
　また、使用禁止となっている遊
具は大変危険です。思わぬけがを
することもありますので、絶対に使
用しないでください。
問都市整備課街路公園班
　☎０４７５（７０）０３６０

公園の危険箇所等を
発見したらご連絡を

凡　例
対象区域

位置図


